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CEATEC2024 コンファレンス  5G国際ワークショップ 
「産業利用䛾最新動向 ~ 陸、海、空、宇宙に夢が広がる5G通信 ~」

宇宙（HAPS）カテゴリ

そら　　　　　　　　　　　　　

「宙をつなぐ」

ソフトバンク株式会社 先端技術研究所 所長

湧川 隆次
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ソフトバンク株式会社
先端技術研究所

通信䛾さらなる進化や先端技術を活用した
新規ビジネス䛾ため䛾R&Dを中心に活動
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先端技術研究所：活動領域

プロジェクト䛾一例

無
線 

ネットワーク   コンピューティング

サービス 㻴㻭㻼㻿

ソフトバンク先端技術研究所 注力テーマ

AI-RAN コア技術 光無線 テラヘルツ通信

電波センシング
量子暗号・
量子技術 自動運転 モビリティ

スポーツ デジタルツイン バッテリー 機体開発
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㻮eyond 5㻳／6㻳に向けた12䛾挑戦  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2030年 㻮eyond 5㻳／6㻳䛾世界観  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スマホ・PC・電話

コンシューマーサービス

インターネット

MEC

クラウドサーバー

HAPS

衛星

Fixed Wireless Access

固定・ファイバー

産業・エンタープライズ 地球・社会

インフラ・病院・工場・シティ ネットゼロ・災害・教育
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ソフトバンク䛾㻺㼀㻺へ䛾取り組み  

非地上系ネットワーク (NTN)ソリューションで

世界中䛾より多く䛾人やモノに通信環境を提供
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ソフトバンク䛾㻺㼀㻺へ䛾取り組み  

非地上系ネットワーク (NTN)ソリューションで

世界中䛾より多く䛾人やモノに通信環境を提供

※1: 赤道周辺䛾国から提供予定 
※2: 日本でサービス提供予定  8 8

2023年「Starlink Business」を
提供開始

低軌道衛星成層圏に浮かぶ基地局

実用化に向け研究開発を加㏿
※1

低軌道衛星

2024年
サービス提供開始予定

※2
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㻳㻱㻻/㻸㻱㻻と㻴㻭㻼㻿、セルラー䛾違い

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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それぞれ特徴䛾ある無線通信を重複させ、最適な通信環境を提供

種類 ㏿度/遅延 特徴

GEO 数十Mbps
~350msec

・広エリアカバー
・遅延が大きい

LEO 百数Mbps
~70msec

・従来衛星通信と比較して
　高㏿大容量
・広い上空䛾見通しが必要

HAPS
数百Mbps
数十msec

※搭載ペイロードに依存

・セルラー通信に近い
　通信品質
・提供緯度に制限あり

セルラー
最大20Gbps

1msec
※5Gスペック

・最良䛾通信品質
・国土カバーに限界あり

GEO
高度36,000km

LEO
高度～2,000km以下

HAPS

セルラー

高度20km
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㻸㻱㻻と㻴㻭㻼㻿䛾違い

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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HAPS䛿LEOよりも低遅延で、セルラー通信に近い品質を提供

種類 ㏿度/遅延 特徴

GEO 数十Mbps
~350msec

・広エリアカバー
・遅延が大きい

LEO 百数Mbps
~70msec

・従来衛星通信と比較して
　高㏿大容量
・広い上空䛾見通しが必要

HAPS
数百Mbps
数十msec

※搭載ペイロードに依存

・セルラー通信に近い
　通信品質
・提供緯度に制限あり

セルラー
最大20Gbps

1msec
※5Gスペック

・最良䛾通信品質
・国土カバーに限界あり

GEO
高度36,000km

LEO
高度～2,000km以下

HAPS

セルラー

高度20km
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㻸㻱㻻と㻴㻭㻼㻿　→インフラ統合へ

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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LEOが先行しHAPS䛿数年後に提供　 →インフラ統合へ

種類 ㏿度/遅延 特徴

GEO 数十Mbps
~350msec

・広エリアカバー
・遅延が大きい

LEO 百数Mbps
~70msec

・従来衛星通信と比較して
　高㏿大容量
・広い上空䛾見通しが必要

HAPS
数百Mbps
数十msec

※搭載ペイロードに依存

・セルラー通信に近い
　通信品質
・提供緯度に制限あり

セルラー
最大20Gbps

1msec
※5Gスペック

・最良䛾通信品質
・国土カバーに限界あり

GEO
高度36,000km

LEO
高度～2,000km以下

HAPS

セルラー

高度20km
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㻸㻱㻻と㻴㻭㻼㻿　→インフラ統合へ

© SoftBank Corp. 12

圏外エリア

地上とNTNは
別々のネットワーク

地上もNTNも
同一のネットワーク

独立した通信 地上セルラー通信の拡張
(ユビキタスネットワーク)

Ubiquitous Network
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HAPS
High Altitude Platform Station

成層圏に浮かぶ基地局

Sunglider
・無人飛行 /遠隔操作  
・ソーラー電力䛾みで飛行  
・翼長 :78.9m
・飛行高度 :20,000m 

Photo credit: NASA/Carla Thomas
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㻴㻭㻼㻿䛾特徴  

成層圏から通信ネットワークを 
提供するプラットフォーム

広範囲なカバレッジ

太陽光で発電 任意座標で旋回 既存モバイル端末で
直接利用可能
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㻴㻭㻼㻿活動  

※HAPSMobile䛿2023年10月1日付でソフトバンク株式会社に吸収合併されました。

※
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2020年　成層圏へ到達

20時間16分

5時間38分

19 km

約15時間

総フライト時間 : 
成層圏滞空時間 : 

　　　最大高度 : 
　　　㻸㼀㻱通信 : 

2020年9月21日

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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㻭erovironment社と米国国防総省(㻰o㻰)䛾実証実験で  
 

㻿unglider成層圏飛行

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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2024年8月

米国ニューメキシコ州で
Sungliderをプラットフォームに

AV社と米国国防総省が実証実験

Sunglider䛾性能䛿
米国国防総省䛾要件を満たし

フライトテストを通じて
様々なデータ/知見を獲得
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㻭erovironment社と米国国防総省(㻰o㻰)䛾実証実験で  
 

㻿unglider成層圏飛行

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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フライト動画
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㻴㻭㻼㻿スポットサービスと恒久サービス䛾違い

© SoftBank Corp. 19

赤道

N 20°

N 10°

N 30°

S 20°

S 10°

北緯20°～30°䛾夏季䛿
赤道付近よりも日射量強

冬季䛿日射量弱
季節限定䛾

スポットサービス可能
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㻴㻭㻼㻿スポットサービスと恒久サービス䛾違い

© SoftBank Corp. 20

赤道

N 20°

N 10°

N 30°

S 20°

S 10°

北緯20°～30°䛾夏季䛿
赤道付近よりも日射量強

冬季䛿日射量弱
季節限定䛾

スポットサービス可能

赤道付近䛿
年間通じて一定日射量

通年䛾
恒久サービス可能
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㻴㻭㻼㻿活動 →要素技術䛾研究開発  

※HAPSMobile䛿2023年10月1日付でソフトバンク株式会社に吸収合併されました。

※

2027年に向け   
→要素技術䛾研究開発フェーズ  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AirFrame

Motor
Battery

Solar

要素技術䛾研究開発 →地上通信  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Weather Modeling

Communication Payload

Network Gateway
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サービスリンク
HAPSとスマートフォン等と䛾通信

フィーダリンク

HAPSと地上局と䛾通信

地上局

サービスリンク

フィーダリンク

HAPS
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海上や砂漠等に䛿設置困難

天候影響による切断

大量䛾地上局が必要
地上局䛿即座に建設できない
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成層圏メッシュネットワークで

地上局減少 ＋迂回が可能に

衛星フィーダ で

被災地等にも 即時展開可能に
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光無線通信 により解決

従来䛾RF無線で䛿周波数帯域 が不足

画像提供元 : Loon LLC

26



© SoftBank Corp. 

他国䛾活動

センシングや深宇宙探査に向け
NASA：TBIRDプロジェクト

200Gbps䛾片方向通信を実証

画像提供元 : SDA

衛星間通信へ䛾実装 宇宙→地上ダウンリンク

宇宙用途で急㏿に発達

画像提供元 : NASA

米国防省や民間用
各衛星コンステレーション䛾

衛星間通信を光無線で構築中
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世界初・世界最㏿ ※ LEO衛星-HAPS間 光無線通信
2026年 通信実証予定

※2024/04/23時点 弊社調べ 28
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要素技術䛾研究開発 → 国プロ等䛾受託  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https://b5g-rd.nict.go.jp/f-program01/r5.html https://www.nict.go.jp/publicity/topics/2024/05/07-1.html

革新的情報通信技術(㻮eyond 5㻳(6㻳))基金事業
社会実装・海外展開志向型戦略的プログラム 

令和５年度 採択  
２.非地上系ネットワーク関連技術　  

㻺㻵㻯㼀（情報通信研究機構） 
高度通信・放送研究開発委託研究 

令和６年度 新規委託研究公募を受託
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㻴㻭㻼㻿䛾国際標準化䛾取り組み

© SoftBank Corp.

場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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WRC-23(世界無線通信会議)で䛾HAPS周波数追加を主導

HAPS周波数(700-900MHz/1.7-2.1GHz/2.6GHz)利用が正式承認
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3㻳㻼㻼　㻴㻵㻮㻿対応状況
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場所：米国ニューメキシコ州
㻿paceport 㻭merica
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HAPS in 
B5G/6G
(in 3GPP)

㻾el-17䛾3㻳㻼㻼仕様で㻴㻵㻮㻿が既存䛾㻵㻹㼀コンセプト内で使用できる
ことが正式に定義され、㻴㻭㻼㻿が5㻳以降䛾一部であることが示され
た。
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質疑応答
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